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 ジオパーク活動においては，ジオの保全，教

育とジオツーリズムの活性化が課題となる．本

研究では，既存地産品について，地質学的解釈

や科学的根拠を収集整理し，ジオと地産品との

相互関係を明らかにすることで，ジオストー

リーとして新たな商品価値を見いだすことが可

能か模索的研究を行った．  

▼研究の内容（方法・経過）▼研究の内容（方法・経過）▼研究の内容（方法・経過）▼研究の内容（方法・経過）    
本研究では，数多くある三陸地域の地産品の中

から，「日本酒（地酒）」を検討の対象とし

た．日本酒の原材料である米と水のうち，特に

水は，地域の地質学的背景と密接な関係があ

り，日本酒の味を決定づける重要な要素であ

る．また，南部杜氏に代表される優れた技術や

経験など，ジオと人間との関わりを総合した魅

力的なジオストーリーの構築が期待できる． 

そこで，三陸ジオパークエリア内に存在する酒

造所９つのうち，地質学的に特徴のある5つの酒

造メーカーを抽出し，ヒアリングを行った．そ

の結果，すべての酒造メーカーで，自社建物直

下から湧出する地下水または周辺の湧水を使用

していることを確認した．この中で特に地質学

的な背景が明確になっている泉金酒造株式会社

を題材として，ジオストーリーの作成を試み

た． 

▼研究の成果（結論・考察）▼研究の成果（結論・考察）▼研究の成果（結論・考察）▼研究の成果（結論・考察）    
現在試作されたジオストーリーは，地質資源と水

を結びつけただけのもので，地産品のプロモー

ションとして使用するには，底が薄い．尾方

(2015)が指摘しているように，ジオストーリー

は，地質，地形等を強引に結びつけるものではな

く，文化や生態系など，様々な地域資源をシーム

レスにかつ当該生を持って説明する必要がある．

そのためには，岩泉町が有する地質資源のみなら

ず，岩泉町に存在する地域資源すべてを抽出し，

関連性を持たせてストーリーの再構築を測る必要

がある． 

図2 泉金酒造でのヒアリングの様子 

図1 ヒアリング対象とした酒造会社 

図3 福来酒造でのヒアリングの様子 
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